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  【活動の基本情報】 
 参加学生数：5 名 
           （1 年生：3 名、2 年生：2 名） 
 活動期間：2023 年 5 月～ 
 担当教員：山岸大二郎、岸上光克 
 

1．活動実施の経緯 

 湯浅町は人口１万人の小さな町だが、醤油産業発祥や
金山寺味噌などの発酵文化、有田みかんなどの柑橘類を
はじめとした農作物や、全国でも有名な紀州鴨の養鶏場

があり、第一次産業の魅力に溢れている。一方、人口減少が進み、地域の若い担い手不足
が課題となっている。地区内の住民だけでは新たな取り組みがなかなか生まれていないの
が現状で、地域外の人や若者との接点を増やすことで新たな視点と繋がりが増え、衰退し
ていく地区の新たな取り組みの一歩になると考え、湯浅町の田村地区の若者によって任意
団体「田村協議会」がつくられた。今年度よりスタートした本プログラムでは、学生が田
村協議会のメンバーと協働で商品開発に向けて活動を行った。 
 

2．活動の内容 
 地域おこし協力隊や地域内の若者と連携し湯浅町の新たな商品開発に向けて活動した。
今年度は、リサーチ及びマーケティングを地域の起業家から習いながら実践し、ふるさと
納税で人気の商品の把握に当たった。調査結果から、肉類が各地域で売れていることを把
握し、和歌山の特産牛「和華牛」に湯浅町の金山寺味噌を使ったハンバーグの開発を行う
こととなった。その後、ハンバーグのパッケージのデザイン案の検討、OEM 先への依頼
など地域の方と協働して行った。来年度は、新商品のリリースを目指し活動していく。 
 

3．活動を通じて 
 実際にマーケティングなどの経験のある地域の若者から、マーケティングや商品開発に
おけるプロセスを学ぶことができた。また、大学での週一回のミーティングを通して、学
生間のチームワークを強め、プロジェクトを協働して進めることができた。さらに、地域
に足を何度も運ぶことで、地域との連携を深めることができ活動の支援を活動の関係者外
からも得ることができた。  

和歌山県有田郡湯浅町 
湯浅の若者と共につくる本気の商品開発！ 
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4．成果ポスター 
 

 




